被告の回答催促に関する上申書　

新潟地方裁判所高田支部　民事部  殿

被告代理人弁護士　畑中　鉄丸  殿

2006年12月20日                      

〒100-0006 東京都千代田区有楽町1丁目7番1号有楽町電気ビルヂング北館5階512区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武藤総合法律事務所

                                          TEL  03(6268) 5880  FAX  03(6268) 5881

　　　　　　　　　　　　　　　　　　原告代理人弁護士    柳    原    敏    夫

送信枚数　 ３枚（この案内も含む）  

記

事件の表示

平成１７年（ワ）第８７号・同１８年（ワ）第１６号　遺伝子組換えイネ野外実験栽培差止め等請求事件

原告　山田稔ほか２２名　Ｖ  被告  (独) 農業・食品産業技術総合研究機構
上申の内容

　前回期日の12月７日において、被告が新たに推薦した「東京大学大学院　新領域創成科学研究科先端生命科学専攻」（以下、本研究機関という）について、誰が鑑定を実施するのか、代表者を明らかにして欲しいという原告の求めに応じて、回答する約束であった。しかるに、2週間経過後の12月20日においてもまだ回答がない。

　その後、原告の調査により、本研究機関には、そのHPの分野一覧表（別紙として添付）から多くの研究室があることが分かったが、このうちどこが鑑定を実施するのか原告には皆目見当もつかない。

そして、このような多くの研究室を持つ本研究機関を推薦するにあたって、いかなる人物の同意・了解があったのか、それも併せて明らかにされたい。　

以上の質問については、本来であれば、本研究機関を正式に推薦した被告にとって、前回期日においても即答できる筈のものであり、他方、瞬時に日本中の研究者とコンタクトを取り情報収集が可能な被告とは圧倒的な情報量の格差に置かれている原告にとって、必要十分な検討をする上で早期に回答を得る必要がある。

以上の通り、被告は、以下の２点について、至急、回答されたい。

1、 本研究機関のうち、鑑定を実施する研究室及びその代表者

2、 本研究機関を推薦するにあたって、いかなる人物の同意・了解があったのか、その人物名・肩書。

以　上

PAGE  

